電離圏カスプにおけるフローバースト時の電子密度変動特性 by 白川 拓也
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  電気通信 学研究科   情報通信工学 専攻 博士前期課程 
氏    名 白川 拓也 学籍番号 ０９３００３８ 
論 文 題 目 電離圏カスプにおけるフローバースト時の電子密度変動特性 












  本研究では，太陽活動が活発であった 2000～2003 年に焦点を絞って，カスプを地上から観測





あり，電子密度の増大と減少が一気に起こるものであった．このようなイベントは 4 年間に   
62 例あり，イベント解析と統計解析から，フローバーストの直後では，電子密度が背景よりも  
減少していることが明らかになった．この構造の原因について，再結合係数の増大や電子の輸送
効果の可能性が候補として考えられたが，最も有力な解釈として，電子密度構造の水平方向への
移動と結論づけることができた． 
 
